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はじめに
前回はヒシベニボタル亜科とこの亜科に所属す
る比較的種数の少ない 7属の解説を行った．今回
は同亜科の残りの 1属，タイプ属であるヒシベニ
ボタル属 Dictyoptera について解説を行う．
　
ヒシベニボタル属  Dictyoptera Latreille, 1829
タイプ種： Cantharis sanguineus sensu Linnaeus, 1761 
(= Pyrochroa aurora Herbst, 1784)（ヨーロッパ）．

体は中位に大きく，両側がほぼ平行状で，上下
に平圧される．頭部は短く，口吻を欠く．複眼は
比較的小さい．触角は糸状または弱い鋸歯状で，
第 2節と第 3節が短い．小あごひげ末端節は斧状
または長楕円形．下唇ひげ末端節は斧状か三角形．
前胸背板は横長で，五角形，隆条により 5室に分
かれる（図 1）．上翅は 4本の第 1次縦隆線をもち，
隆線間は 2列の格子状点刻列をそなえる（図 2）．
雌の腹板末端節は中央に比較的長い針状突起をも
つ．脚は中位の長さで，平圧される．雄交尾器の
ペニスは多くの種で細長い．側片はペニスよりわ
ずかに短く，基部から先端に向けて徐々に狭まる．
基片は比較的大きい．雌交尾器の尾毛は短く，円
錐形で，先端が丸くなる．半腹板は長く，基部で
幅広く，中央から先端に向けてやや強く狭まる．
肛側板は細長い．雌の内部生殖器は中位に長い膣，
比較的長い螺旋形の受精管，紐状の突起を先端に

もつ長卵形の貯精嚢をそなえる．旧北区と新北区，
東洋区から 15種が記録され，日本からは 6種が知
られている．

日本産ヒシベニボタル属 Dictyoptera の
種の検索表

1(8) 上翅は赤色または赤褐色，赤色の微毛で被わ
れる．

2(3) 前胸背板は赤色，中央に黒斑をもつ．複眼は中
位の大きさで，雄の複眼間の距離は複眼長径
の約1.5倍．5.3−9.3 mm．本州・四国・九州．
……ヒシベニボタル Dictyoptera gorhami (Kôno) 

3(2) 前胸背板は赤色から暗褐色，中央に黒斑をも
たない．複眼は小さく，雄の複眼間の距離は
複眼長径の約1.8倍より大きい．

4(7) 触角第4節の長さは第2節と第3節の長さの和に
等しいかそれより短い．

5(6) 前胸背板は赤色．小あごひげは短く，その長
さは最大幅とほぼ等長．上翅は比較的短く，
長さはその幅の約2.9倍．8.4−10.9 mm．南千
島；ヨーロッパ・ロシア・アルジェリア・朝
鮮半島・カナダ・アメリカ合衆国．......................
.................................................ミヤマヒシベニボタル

Dictyoptera aurora aurora (Herbst)
6(5) 前胸背板は赤褐色．小あごひげは長く，その
長さは最大幅の約1.4倍．上翅は比較的長く，
長さはその幅の約3.2倍．6.1−12.4 mm．北海
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道・本州．.......ミヤマヒシベニボタル日本亜種 
Dictyoptera aurora hoosana Matsuda

7(4) 触角第4節の長さは第2節と第3節の長さの和よ
り明らかに長い．5.4−8.3 mm．北海道・本州・
四国．……….............… ミヤビヒシベニボタル

Dictyoptera sapporensis (Kôno)
8(1) 上翅は黒色から黒褐色，黒褐色または赤色の
微毛で被われる．

9 ( 1 0 )  前胸背板は赤色または赤橙色，赤色の
微毛で被われる． 6 . 9− 11 . 0  m m．本州．
…………………………. クロバヒシベニボタル

Dictyoptera elegans Nakane et J. Winkler
10(9) 前胸背板は黒色または黒褐色，暗褐色の微毛
で被われる．

11(12) 上翅は第1～第4縦隆線の基部1/5~1/2と周
縁の隆縁が暗赤褐色から赤色，これらの
部分のみ赤色の微毛で被われる．7.0−12.0 
m m．本州・四国・九州．………………… 
………………......……….ネアカヒシベニボタル

Dictyoptera speciosa K. Ohbayashi
12(11) 上翅は縦隆線と水平の隆線が赤色の微毛
で被われる．5.7−10.0 mm．北海道・本州．
………………..……… アカスジヒシベニボタル

Dictyoptera velata (Gorham)

1. ミヤマヒシベニボタル Dictyoptera aurora aurora 
(Herbst, 1784)（図3, 9, 15, 21, 22）

8.4−10.9 mm. 体は黒色または黒褐色．頭部・触角・
小盾板・脚は黒色または黒褐色．前胸背板・上翅
は赤色．複眼は小さく，複眼間の距離は雄で複眼
長径の約 1.8倍，雌で約 1.9倍．触角は糸状．触角
第 4節の長さは第 2節と第 3節の長さの和と等長
かそれより短い．小あごひげは斧形．下唇ひげは
三角形で，前縁は幅広い．前胸背板は隆条により
5室に分かれ，前縁は幅広く弧状に張出し，後角
はやや角張る．小盾板は台形で，先端部は外角が
丸くなり，中央で浅く凹む．上翅は 4本の第 1次
縦隆線をもち，隆線間は不規則な大きさの正方形
または長方形からなる 2点刻列をそなえる．後脚
転節は三角状に張出し，後角はやや角張る．雄交
尾器のペニスは細長く，側片はペニスよりわずか
に短く，幅広い．基片は大きい．雌交尾器の尾毛
は短く，円錐状で，先端に数本の短毛をそなえる．
半腹板は長く，基部で幅広く，内側が浅く凹み，
中央から先端に向けてやや強く狭まる．肛側板は
細長い．7～ 8月に出現する．
分布：南千島；ヨーロッパ・ロシア・アルジェリア・
朝鮮半島・カナダ・アメリカ合衆国．

[備考 ]　日本産亜種は Dictyoptera aurora hoosana 
Matsuda, 2011と名付けられ，山梨県鳳凰山をタイ
プ産地として記載された．分布：北海道・本州（中
部地方以北）．名義タイプ亜種 D. aurora aurora とは，
前胸背板が暗色である，小あごひげが長い，上翅
が長いなどの諸点で区別される．日本産亜種に関
しては，中根（1969）が指摘するように，北海道
産の個体群は本州産の個体群と形態上よく似るが，
雄交尾器側片先端部の形状が後者とはやや異なる．

2. クロバヒシベニボタル Dictyoptera elegans Nakane 
et J. Winkler, 1952（図4, 10, 16, 23, 24）

6.9−11.0 mm．体は黒色から暗赤褐色．頭部・触角・
小盾板・上翅・脚は黒色から暗赤褐色．前胸背板
は赤色または赤橙色，赤色毛で密に被われる．複
眼は小さく，複眼間の距離は雄で複眼長径の約 1.7
倍，雌で約 2.1倍．触角は糸状．触角第 4節の長さ
は第 2節と第 3節の長さの和とほぼ等長かわずか
に短い．小あごひげ末端節は細長い斧形．下唇ひ
げ末端節は三角形で，先端に向かって強く広がる．
前胸背板は隆条により 5室に分かれ，前縁は幅広
く弧状に張出すが，中央でわずかに凹み，側縁は
中央より後方で強く湾入し，後角はやや角張る．
側方横隆条は弱い．小盾板は台形で，先端部は外
角が丸くなり，中央で幅狭く，深く凹む．上翅は
4本の第 1次縦隆線をもち，隆線間は不規則な大き
い 2点刻列をそなえる．後脚転節は三角形で，後
角は強く突出しない．雄交尾器は細長い．ペニス
は中央で膨らむが，先端部で細くなる．側片はペ
ニスよりわずかに短く，先端部で幅広く丸くなる．
基片は顕著に大きく，側片とほぼ同じ長さである．
7～ 8月に出現する．
分布：本州（関東・中部・関西地方）．

3. ヒシベニボタル Dictyoptera gorhami (Kôno, 1932)
（図5, 11, 17, 25, 26）

5.3−9.3 mm．体は黒色から暗赤褐色．頭部・触角・
先端部を除く小盾板・脚は黒色から黒褐色．前胸
背板は赤色で，中央部が暗色になる．上翅は赤色，
隆線上が赤色毛で密に被われる．複眼は中位の大
きさで，複眼間の距離は雄で複眼長径の約 1.5倍，
雌で約 2.4倍．触角は糸状または弱い鋸歯状．触角
第 4節の長さは第 2節と第 3節の長さの和とほぼ
等長かわずかに短い．小あごひげ末端節は幅広い
斧形．下唇ひげは三角形で，前縁は幅広く丸くなる．
前胸背板は隆条により 5室に分かれ，前縁は幅広
く弧状に張出し，両側縁は中央後方から基部に向
けて広がり，後角は強く外側に張り出す．小盾板
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は台形で，先端部は外角がわずかに丸くなり，中
央で幅広く，浅く凹む．上翅は 4本の第 1次縦隆
線をもち，隆線間は不規則な大きい 2点刻列をそ

なえる．後脚転節は三角状で，後角は鋭く突出する．
雄交尾器のペニスは細長い．側片は細長く，先端
部は鋭く突出する．基片は他の種と比べて小さい．

図1−2．ヒシベニボタル属（ミヤマヒシベニボタル）の頭部・前胸背板（1）と上翅（2）．図3−14．ヒシベニボ
タル属の背面図（3−8）および小あごひげ（9−14）．3, 9, ミヤマヒシベニボタル; 4, 10, クロバヒシベニボタ
ル; 5, 11, ヒシベニボタル; 6, 12, ミヤビヒシベニボタル; 7, 13, ネアカヒシベニボタル; 8, 14, アカスジヒシベ
ニボタル．
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4～ 6月に出現する．
分布：北海道・本州・四国・九州・南千島；ロシア・
中国・朝鮮半島・台湾．

[備考 ]本種は Gorham（1883）が Eros erytropterus 
の学名で記載したが，この学名が Baudi di Selve 
(1871) によりロシア極東地域から記載された種（現

図15−32．ヒシベニボタル属の触角（15−20），および雄交尾器（21−32；21, 23, 25, 27, 29, 31 : 腹面 ; 22, 24, 26, 
28, 30, 32 : 側面）．15, 21, 22, ミヤマヒシベニボタル; 16, 23, 24, クロバヒシベニボタル; 17, 25, 26, ヒシベニ
ボタル; 18, 27, 28, ミヤビヒシベニボタル; 19, 29, 30, ネアカヒシベニボタル; 20, 31, 32, アカスジヒシベニボ
タル．
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在はチュウゼンジベニボタル属の一種，アムール
チュウゼンジベニボタル Xylobanellus erytropterus）
のホモニム（異物同名）であることが判明したので，
Kôno (1932)により置換名として現在の学名が与え
られた．
ヒシベニボタルは，前回解説したアカミスジヒシ

ベニボタル Laterialis oculatusとメダカヒシベニボタ
ル Punicealis medvedeviの 2種に外見上よく似るが，
後脚転節が短い，上翅点刻内に微毛が少ないなどの
ヒシベニボタル属に共通する特徴をもつので，これ
らの種から容易に区別することができる．

4. ミヤビヒシベニボタル Dictyoptera sapporensis 
(Kôno, 1932)（図6, 12, 18, 27, 28）

5.4−8.3 mm. 体は黒褐色から暗赤褐色．頭部・触角・
先端部を除く小盾板・脚は黒色または黒褐色．前
胸背板は暗褐色で，隆起縁と隆条が明赤褐色．上
翅は赤色，赤色毛で被われる．複眼は小さく，複
眼間の距離は雄で複眼長径の約 2.1倍，雌で約 2.5
倍．触角は糸状．触角第 4節の長さは第 2節と第 3
節の長さの和より明らかに長い．小あごひげ末端
節は細長い斧形．下唇ひげは斧形で，先端に向かっ
て広がる．前胸背板は隆条により 5室に分かれ，
前縁はほぼ直線状，側縁は中央でわずかに湾入し，
後角は強く突出せず，先端で丸くなる．小盾板は
台形で，先端部は外角がやや丸くなり，中央で浅
く凹む．上翅は 4本の第 1次縦隆線をもち，隆線
間は不規則な大きい 2点刻列をそなえる．後脚転
節の先端部は三角状に張出し，後角は鋭く突出し
ない．雄交尾器のペニスは基部から前方に向けて
徐々に幅広くなり，先端部で急に狭まる．側片は
幅広く，側面から見て，先端部は斜めに裁断される．
基片は比較的大きい．5月に出現するが，少ない．
分布：北海道・本州・四国．
[備考 ]本種の学名として，以前は Dictyoptera 

ohbayashii Nakane, 1969 が用いられたが，Kazantsev 
(1993) の 研 究 に よ り， こ の 種 が Dictyopterus 
(Dictyopterus) sapporensis Kôno, 1932と同一の種で
あることが判明し，それ以後，前者は後者のシノ
ニム（同物異名）として扱われている．

5. ネアカヒシベニボタル Dictyoptera speciosa K. 
Ohbayashi, 1954（図7, 13, 19, 29, 30）

7.0−12.0 mm．体は黒色から黒褐色．頭部・触角・
前胸背板・小盾板・脚は黒色または黒褐色．上翅
は黒色で，第１～第 4の縦隆線の基部 1/5~1/2と周
縁の隆縁は暗赤褐色から赤色，赤色毛で被われる．
複眼は中位の大きさで，複眼間の距離は雄で複眼

長径の約 1.5倍，雌で約 1.7倍．触角は糸状．触角
第4節の長さは第2節と第3節の長さの和より長い．
小あごひげ末端節は斧形．下唇ひげは斧形で，前
縁が幅広く丸くなる．前胸背板は隆条により 5室
に分かれ，前縁は幅広く弧状に張出し，両側縁は
中央より基部に向けて徐々に広がり，後角はやや
角張る．小盾板は台形で，先端部は外角が丸くなり，
中央で逆 V字形に凹む．上翅は 4本の第 1次縦隆
線をもち，隆線間は不規則な大きい 2点刻列をそ
なえる．後脚転節は三角状で，後角は鋭く突出し
ない．雄交尾器のペニスは細長く，側片は先端に
向けて徐々に狭まり，基片は大きい．6～ 7月に出
現する．
分布：本州・四国・九州．

6. アカスジヒシベニボタル  Dictyoptera velata 
(Gorham, 1883)（図8, 14, 20, 31, 32）

 5.7−10.0 mm．体は黒色から暗赤褐色．頭部・触角・
前胸背板・小盾板・脚は黒色または黒褐色．上翅
は黒色，周縁と 4本の第１次縦隆線が少し淡色に
なり，これらと第 2次縦隆線および小室を囲む水
平の隆線は赤色の微毛で被われる．複眼は中位の
大きさで，複眼間の距離は雄で複眼長径の約 1.4倍，
雌で約 2.0倍．触角は糸状．触角第 4節の長さは第
2節と第 3節の長さの和より長い．小あごひげ末
端節は長い斧形．下唇ひげ末端節は三角形で，前
縁は幅広く丸くなる．前胸背板は隆条により 5室
に分かれ，前縁は幅広く弧状に張出し，両側縁は
中央後方から基部に向かって徐々に広がり，後角
は強く側方に張り出す．小盾板は台形で，先端部
は外角が丸くなり，中央で逆 V字形に凹む．上翅
は 4本の第 1次縦隆線をもち，隆線間は不規則な
大きい 2点刻列をそなえる．後脚転節は三角状で，
後角は幅広く丸くなる．雄交尾器は細長い．ペニ
スは細長く，側片よりわずかに長い．側片は中央
から前方に向けて狭まり，先端部は側面から見て，
ほぼ水平に裁断される．基片は比較的大きい．7～
8月に出現する．
分布：北海道・本州・南千島（国後島）. 
[備考 ]本種は神戸麻耶山で G. Lewisが採集した

1雌に基づいて記載されたが，それ以後の西日本か
らの記録はないようである．本州では中部以北に
広く分布する．
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【短報】ヒラノコギリホソヒラタムシの徳之島から
の記録
ヒラノコギリホソヒラタムシ Silvanopsis simoni 

Grouvelle, 1982はかなり少ない種のようで，その分
布は平野（2010）によると本州，沖縄本島，西表島，
台湾，中国，ベトナム，フィリピン，東南アジア，
インド，スリランカで
ある．筆者は徳之島で
採集しているので新分
布記録として，また，
田中勇氏の標本箱より
沖縄本島産の本種を見
出したので，沖縄本島
の追加記録として併せ
て報告する．

1ex.，鹿児島県大島
郡天城町天城岳，21. 
VI. 2006，筆者採集．

2exs.，沖縄県南城
図1．徳之島産ヒラノコギリホ

ソヒラタムシ．

市玉城城跡付近，10. V. 2008，田中勇採集．
徳之島産は天城岳登山口付近の畑の畔道でのナ

イターに飛来したものであるが，沖縄本島産の個
体は採集者の田中勇氏によれば，2か所の竹林で，
竹のアブラムシにくるテントウムシ類狙いで，親
指ほどの太さの竹を強く叩いて得たという．本種
は何らかの形で竹に依存している可能性が考えら
れる．
末筆ながら，沖縄本島産の記録の発表を快諾さ

れた田中勇氏に感謝する．

引用文献
平野幸彦，2010．日本産ヒラタムシ上科図説，第 2巻．61 

pp., 昆虫文献 六本脚．

（田中　稔　663-8002　西宮市一里山町 19-18）


